
□研究背景  
	 中国では清朝末（19世紀頃）、ロシアが満州地方(現東北
三省:遼寧省、黒龍江省、吉林省)を侵略し、中国の政治経済
を干渉し続けた。 
	 1905年、満州で日露戦争が起こった。ロシアは敗戦し、
日本は満州の管理権を取り、偽満州国1を設立した。満州鉄

道株式会社を政治の中心として、都市の建設事業を展開し

始めた。1945年の日本敗戦までに、日本人による大量の建
築が満州に建設された。以下、これらを満州建築と呼称す

る。 
	 すでに、ロシアの建築家たちは防寒に優れたロシア式の

建築を中国に建設しており、日本人建築家は、これらのロ

シア式の建築を参考に、自国の建築技術を持ち込んで数多

くの満州建築を建設してきた。これらの満州建築は現在で

も、中国の都市・建築に深く影響している。 
 
1．偽満州国:又は、旧満州国。「偽満州国」は中国で普遍的な呼び方で、	 	 	 	 	  
筆者は中国人の視点で本論を述べるため、偽満州国と称する。 

 
□研究目的  
	 遼寧省大連の町を歩きながら、現代的な高層建築の中に
いくつもの満州建築を発見した。独特の意匠性と歴史性に

感動した。これらの、現代都市に残存している歴史的建築

は大変興味深い。今日に至るまで残ってきた歴史に注目し、

満州建築の歴史的な価値を評価していく。 
□研究方法：  
本論では各国の資料を踏まえて、戦前、戦時、戦後の順

序で、戦争が満州建築へ与えた影響を検討する。 
満州の重要な都市である大連を主な研究対象とし、 

大連市に現存する満州建築について成立の背景と技術を分

析したうえで、戦前の満州の建築と比較を行う。 
さらに現存の満州建築の状況を加え、客観的に戦争がもた

らした影響を考察して行く。 
 

□第1章	 戦前の満州建築  
満州の気候は厳寒、乾燥な特

徴がある。昔、遊牧民族は満州

の平原で生活していた。清朝の

初めに、満州の奉天（現瀋陽）

は首都に選定されて、都市をつ

くった。気候と環境状況によっ

て、農業が発達し、自給自足の

村が点在していた。『満州建築

概説』（参照資料1より） 
における在来建築の記録に

よると、昔の民家は住む人の経

済状況により、1〜8棟ぐらいの
平屋を分棟で建てて、四角い庭

を囲んだ、四合院が建てられた。

建物の構造は基壇の上に木材の

柱と梁を組み、壁は主に土と黒

煉瓦である。屋根と窓の枠の材料は木材が一般的である。 
 

□第2章	 戦争中の建築活動	 
日本に占領される前の大連はロシアの支配下において、

ロシア人によって都市が計画·建設された。日露戦争

（1914-1915）後に、日本が満州の管理権を取り、満州にお

ける都市の建設を始めた。	 

ロシア人は東支鉄道を満州に付設し、そして、鉄道附属

建物を建設していた。ロシア敗戦後、日本は満州で満州鉄

道株式会社を設立した。満州鉄道株式会社は東支鉄道を引

き継いで管理し、それを始点として、日本人はハルピン、

長春、奉天、安東、大連などの都市の建設を始めた。（参

照資料1より）	 

□第3章	 戦時に建てた新しい大連	 	 
都市計画	 

戦時中大連は、重要な軍事都市であった。日露戦後に大連

は環境と交通の便利で日本人の名士、士官とその家族に目

をかけられて、首都と同じように重視された都市である。

そのため、日本人は大連の都市の建設に注力した。	 

元は漁村であった大連に、ロシア人は通商のための埠頭

を開発するために、鉄道を付設した。そして、市民の国籍

により、厳しい階級を定め、活動範囲を分けて都市を計画

した。ロシア人が大連を殖民地とした６年間に鉄道施設と

金融機関、商店、住宅などを建設して、大連を漁村から都

市に発展させた。	 

その後、日本人による殖民地時代は、ロシアより更に長

い40年間にのぼり、さらに完備な都市建設を行った。大量

の日本人が大連に移住してきた。満州鉄道株式会社は大連

に在住する日本人に日本国内と同じ程度の生活環境を提供

するため、学校、新聞社、病院、呉服店などの公共施設を

建設した。	 

満鉄病院（1925年）	 

1925年竣工で、設計と施工はフラー会社、地下1階、地上

4階、延べ面積は合計9万平米の建物である。まずは医療施

設について、当時北京には有名な協和医院があり、満鉄は

大連にも同等の機能を持つ病院を計画を始めた。それが、

満鉄病院である。アメリカのフラー建設会社と共同し、ア

メリカのコンクリート装置を導入した。当時の先端の病院

建築であった。（参照資料2より） 
大連市第二中学校（1926年）	 

1926年に竣工、設計は甘利哲郎、地下一階、地上２階の

建物である。戦時に日本士官の家族も満州に移住し、満鉄

は子供のために教育を提供することを重視した。そのため、

日本人向けの学校を開設した。その中に今も残された大連

第二中学校がある。大連第二中学校は、行政中心地とは離

れた、日本人の生活地域に建設された。この建設には、工

事費に170000円の資金が投入された。以下に紹介する呉服

店の二倍である。（参照資料2より）	 

大連三越呉服店（1927年）	 

1927年に竣工、設計は宗像建築事務所で、地下一階地上

３階の建物のである。生活の品質を重視する日本人は多く

の商店を建てた。大連に建てられた三越呉服店の支店は、3

階の建規模であった。当時の満州にとって、贅沢な商店だ

と考えられる。	 

	 

大連新聞社（1924年）	 

1924年に竣工、設計は小林多吉地上は3階、地下は１階の

建物である。大連は満州国における重要な戦争拠点であり、

戦時の情報は大連新聞から全国へ公布するので、大連新聞

社は戦時の情報中心とは言える。	 

これらの建物から、戦時に日本人は富裕な生活を過ごし

ていることが分かった。日本人は西洋建築の技術と進歩な

教育、医療、メディア、娯楽の方式を満州に持ってきた。	 

□第4章	 戦争は満州に与えた影響	 
都市計画の踏襲	 

大連の今の衛星写真と日本による殖民地時代の都市計画

図を比較すると、戦時中の都市の形が残っている。東側は

ロシア人が計画した、パリの都市に類似した放射状の街路

と、西側に日本人が計画した格子状の町がはっきり見える。

（fig.6,7図）戦後から今まで70年間が経過し、街の風景は

すでに高層建築が並ぶものに変わったが、街の形は先行形

態１として、戦時のままにずっと残っていることが明らかで

ある。	 

また全満州まで広げてみると、今の東北三省の鉄道は、

いまだ戦時の満州鉄道の形がはっきり踏襲されていること

も明らかである。	 
1．中谷礼仁「場所と空間	 先行形態論」(岩波書店、2005)より	 

西洋建築の普及と中国伝統建築の衰退	 

構造、材料	 

戦前の満州は平屋の民家で村が構成されていた。戦

時中から、多層建築が導入され、建築の規模は大きく

なった。今の満州には、戦時と同様に大規模の集合住

宅が都市の中に並んでいる。	 

昔の平屋の基礎は、地面に30cm厚さの石を積んで基

壇をつくり、その上に柱と壁を作る。このような弱い

基礎では多層建築が建てられない。戦時から基礎の工

法と鉄筋コンクリートの技術を移入し、高層建築が可

能となった。	 

装飾	 

戦時のロシア人と日本人の建設により、満州に西洋

建築の意匠的特徴が持ち込まれた。例えば、西澤泰彦

氏は『植民地建築紀行』に旧天豊源雑貨店について、

「バロック建築によく見られる手法である。しかし、

その円柱は、禅宗様建築に見られる基盤のような球の

上に立ち、柱身の溝彫が螺旋状によじ昇り、柱頭には

植物の葉がついている。この葉がアカンサスの葉なら、

西洋建築にかなり近い意匠なのだが、どう見てもアカ

ンサスに見えず、むしろ、白菜に近い。」と記載して

いる。天豊源雑貨店は当時の中国の名士が大金を掛け

て、贅沢な建物を建設した。ここに記載している螺旋

状の柱と柱頭の白菜はバロック柱ではなく、中国の盤

龍柱に近い。天豊源雑貨店の装飾は、中国伝統建築と

バロック建築を融合したものだと考えられる。	 

□第５章	 結論	 
	 日中戦争により、ロシアや日本の建築技術が中国に持ち
込まれた。現在の満州の建築・都市は、戦争でもちこまれ

た技術の延長に成立している。本論では、当時の技術や建

設の背景を評価すべく、分析・考察を行なった。満州建築

の新たな技術・意匠の中には、中国在来の建築的特徴を引

き継いだものも認められた。 
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